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開示債権比率 
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単位：億円 単位：％ 

経 常 収 益  
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長期債券格付記号 

AAAAAA
AA(+－)AA(+－)

BBB(+－)BBB(+－)
BB(+－)BB(+－)
B (+－)B (+－)
CCCCCC
CCCC
CC
DD

A(+－)A (+－)

高い 

低い 

定               義 
債務履行の確実性が最も高い。 

債務履行の確実性は非常に高い。 

債務履行の確実性は認められるが、上位等級に比べて、 
将来、債務履行の確実性が低下する可能性がある。 
 
債務履行に当面問題はないが、将来まで確実である 
とはいえない。 

債務履行の確実性に乏しく、懸念される要素がある。 

現在においても不安な要素があり、債務不履行に陥る 
危険性がある。 

債務不履行に陥る危険性が高い。 

債務不履行に陥る危険性が極めて高い。 

債務不履行に陥っている。 

格付けの定義 

412

463

407

398 406

（注）グラフ上の値は各項目とも切り捨て表示です。 

■ 格付けは「Ａ－」（シングルＡマイナス） 

　格付けは、企業が発行する債券などの元金および

利息の支払いが、約定どおり履行される確実性の度

合いを公正な第三者である格付機関が評価し、その

結果を記号で表したものです。当行は日本格付研究

所の格付け
（注）
を取得しており、20ランク中上位から

7番目となる「Ａ－」（シングルＡマイナス）の良好な

評価を得ています。 

 

■ 開示債権額、開示債権比率とも大幅改善 

　金融再生法に基づく開示債権額は、平成16年6月

に経営改善支援チームを企業支援部に組織再編し

機能強化を図ったほか、お取引先の経営改善支援、

債務者区分の良化に強力に取り組んだことなどから、

期中95億円減少し992億円となりました。開示債権

比率は前期末比0.73ポイント低下の8.68％となり、

大幅に改善しました。 

 

■ 当期純利益57億円を予想 

　平成16年度の業績については、引き続き、融資の

拡大やプライシングの徹底、預かり資産の増強、経営

の効率化などに努め、57億円の当期純利益を予想し

ています。 

格付け・開示債権・業績予想 

格付け 

開示債権 

平成16年度業績予想 

平成16年度業績予想 

金融再生法開示債権の推移 

格付けは、「ＡＡＡ」から「Ｄ」までの10段階です。「ＡＡ」から「Ｂ」までの格付けには、同一等
級内での相対的評価として、（＋）（－）の符号による区分があります。その符号も含めてラ
ンク付けした場合、格付けは20ランクに区分されます。 

（注） 




